
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 

学校名 九州工業大学
設置者名 国立大学法人九州工業大学

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難
全学

共通

科目

学部

等 

共通

科目

専門

科目
合計

工学部 

建設社会工学科 
夜 ・

通信

4

9

34 47 13

機械知能工学科 
夜 ・

通信
6 19 13

宇宙システム工

学科 

夜 ・

通信
4 17 13

電気電子工学科 
夜 ・

通信
7 20 13

応用化学科 
夜 ・

通信
18 31 13

マテリアル工学

科 

夜 ・

通信
10 23 13

総合システム工

学科 

夜 ・

通信
11 4 19 13

情報工学部 

知能情報工学科 
夜 ・

通信

10

2 16
13

情報・通信工学科
夜 ・

通信
2 16 13

知的システム工

学科 

夜 ・

通信
2 16 13

物理情報工学科 
夜 ・

通信
2 16 13

生命化学情報工

学科 

夜 ・

通信
4 18 13

知能情報工学科 
夜 ・

通信

9

4 17 13

電子情報工学科 
夜 ・

通信
4 17 13

システム創成情

報工学科 

夜 ・

通信
3 16 13



機械情報工学科 
夜 ・

通信
4 17 13

生命情報工学科 
夜 ・

通信
4 17 13

（備考） 

工学部総合システム工学科、情報工学部知能情報工学科、電子情報工学科、システム

創成情報工学科、機械情報工学科、生命情報工学科は、平成２９年度年度末に学生募

集停止 

工学部宇宙システム工学科、情報工学部知能情報工学科、情報・通信工学科、知的シ

ステム工学科、物理情報工学科、生命化学情報工学科は、平成３０年度より設置 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
https://www.kyutech.ac.jp/campuslife/syllabus.html  

（添付書類）実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由）



様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 

学校名 九州工業大学
設置者名 国立大学法人九州工業大学

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.kyutech.ac.jp/information/officers.html 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容

や期待する役割 

常勤 

独立行政法人日本学術

振興会人材育成事業部

長 

H30.4.1～ 

R2.3.31 
総務・労務担当 

（備考） 

 2020 年 4 月 1 日までに，複数の学外者である理事の選任を確実に実施する。



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

学校名 九州工業大学

設置者名 国立大学法人九州工業大学

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画の作成・公表に係る取組の概要） 

学修細則に基づき、開設する各授業科目について、授業の概要、授業計画（授業の方

法及び内容）、到達目標、成績評価の基準及び方法、授業時間外学習（予習・復習）の

指示、教科書・参考書、実務経験のある教員等による授業科目等の項目を記載したシラ

バスを作成し、シラバスシステムを用い、学内外に公表している。 

＜九州工業大学工学部学修細則＞ 

（シラバス） 

第５条 開設する各科目についてシラバス（授業要目）を作成し、学内外に公表する。

２ シラバスには、各科目の概要、キーワード、到達目標、授業計画、評価方法・基

準、授業外学習（予習・復習）の指示、教科書・参考書等の項目を記載する。 

３ 各科目の担当教員は、シラバスに基づいて授業を実施し、成績評価を行う。 

＜九州工業大学情報工学部学修細則＞ 

（授業計画） 

第４条 授業計画（シラバス）は、情報工学部が開設する各々の授業科目について、

各開講年度ごとに作成し、広く学内外に公表する。 

２ 授業計画には、授業の概要、教育課程における位置付け、授業方法、授業時間ご

との内容、達成されるべき目標、成績評価の基準及び方法、授業外学習（予習・復

習）の指示、教科書等を記載する。 

３ 各授業科目の担当教員（以下「授業担当教員」という。）は、授業計画に基づい

て授業を実施し、記載された成績評価の基準及び評価方法により成績評価を行う。

４ 情報工学部は、授業アンケート等により得られる学生の意見や要望及び学習・教

育到達目標の達成度に関する点検と評価の結果を踏まえて、授業計画の見直しを行

う。 

授業計画書の公表方法 

シラバスシステム（各学部の授業科目のシラバス一覧） 

https://edragon-syllabus.jimu.kyutech.ac.jp/guest/syl

labuses

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 



（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学則及び学修細則に、単位授与及び成績評価の基準を規定している。開設する各授業

科目の成績評価の基準及び方法については、シラバスに詳細を明示し、単位の授与、又

は、履修認定を行っている。 

シラバスシステム（各学部の授業科目のシラバス一覧） 

https://edragon-syllabus.jimu.kyutech.ac.jp/guest/syllabuses 

＜九州工業大学学則＞ 

（単位の授与） 

第１１条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。た

だし、前条第２項に規定する授業科目については、学修の成果を評価して単位を与

えることができる。 

２ 前条に規定する単位は、当該学部の教授会の審議を経て、学長が与えるものとす

る。 

３ 授業科目の成績の評価、合格の基準については、別に定める。 

＜九州工業大学工学部学修細則＞ 

（単位の授与） 

第１１条 科目を履修し、試験に合格した者は、所定の単位を与える。 

２ 科目の履修には、原則としてその総授業時間数の３分の２以上出席しなければな

らない。 

３ 既修得単位の取消し及び更新はできない。 

（成績評価） 

第１７条 履修した科目の成績は、合格、不可で評価する。 

２ 評価した科目の成績を評語で表示するときは、次の基準によるものとする。 

(1) 秀又はＡ 90点 ～ 100 点 

(2) 優又はＢ 80点 ～  89 点 

(3) 良又はＣ 70点 ～  79 点 

(4) 可又はＤ 60点 ～  69 点 

(5)  不可又はＦ 0 点 ～  59 点 

３  学生は、個別科目の成績評価に対して不服があり、科目担当教員の説明に納得

できない場合、所定の期間内に、所定の様式により、成績評価に対する異議申立書

を工学部長へ提出することができる。 

＜九州工業大学情報工学部学修細則＞ 

（成績評価） 

第１３条 履修登録を行って履修した授業科目については、授業担当教員が、授業計

画に記載されている成績評価の基準及び評価方法により１００点満点で成績評価

を行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、学生が正当な事由がなく授業科目の総授業時間数の３

分の２以上出席していなければ、その授業科目の成績評価は０点とする。 

３ 成績評価を標語で表示する場合には、次の基準による。 

   秀又はＡ 90 点 ～ 100 点 

   優又はＢ 80 点 ～ 89 点 

  良又はＣ 70 点 ～ 79 点 

   可又はＤ 60 点 ～ 69 点 

   不可又はＦ 0 点 ～ 59 点 

４ 成績評価に用いられた主要な資料（試験問題、試験答案、レポート課題、提出レ



ポート等）は、成績評価の妥当性を必要に応じて検証するための基礎資料として、

国立大学法人九州工業大学法人文書管理規程（平成２３年九工大規程第９号）別表

第１備考第５項の規定により保存期間５年の文書として取り扱う。 

５ 個別の授業科目の成績評価に対して不満があり、授業担当教員に説明を求めたに

もかかわらず、十分な説明が得られない場合、もしくは、授業担当教員の説明に納

得できない場合、学生は、成績評価に対する異議申し立て書（別記様式第５号）を

情報工学部長に提出することができる。 

（単位の授与等） 

第１４条 成績評価の結果を合否の種別により表示する場合には、次の基準による。

合格 60 点 ～ 100 点 

不可  0 点 ～  59 点 

２ 合格と判定された授業科目については、履修課程表に規定されている単位数が与

えられる。 

３ 学生は、合否判定の結果にかかわらず、履修した授業科目の成績評価の取消しを

求める事はできない。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学修細則に、ＧＰＡの指標を規定し公表している外、算出基準も明記している。 

ＧＰＡ成績の分布状況は、教務情報システムにより把握する外、同システムから出力

される「学生指導用成績区分別成績資料」「学生指導用単位区分別成績資料」により、

コース毎のＧＰＡ換算得点順位を把握している。 

＜九州工業大学工学部学修細則＞ 

（履修登録の制限に関する特例） 

第８条 第７条第２項の規定にかかわらず、次に定める GPA（Grade Point Average）

の当該年度の前年度の値に基づき、次の単位数を上限とすることができる。 

GPA が 3.5 以上の者       60 単位 

GPA が 3.0 以上 3.5 未満の者 55 単位 

GPA が 2.5 以上 3.0 未満の者 50 単位 

２ GPA は、学生が履修登録した全ての科目について、評価点（Grade Point）をつ

け、この評価点を各々の科目の単位数による加重をつけて平均した値である。成績

評価を評価点に換算する場合は、次の基準に従う。 

90 点 ～ 100 点 4.0 

85 点 ～  89 点 3.5 

80 点 ～  84 点 3.0 

75 点 ～  79 点 2.5 

70 点 ～  74 点 2.0 

65 点 ～  69 点 1.5 

60 点 ～  64 点 1.0 

0 点 ～  59 点  0 

３ 学則第12条から第14条の規定により単位認定された科目及び別に指定する科目

は、GPA の計算の対象には含めない。 

４ 同じ科目を異なる年度にわたって複数回履修した場合、各々の履修年度における

科目の評価点がＧＰＡの計算の対象となる。 

５ 学生が第７条第２項及び本条第１項の規定にかかわらず、履修登録できる総単位



数の上限を超える科目の履修を希望し、かつ、所属の類・学科または履修コースの

教務委員が特別な事由があると認めた場合には、学生は、所定の履修願を工学部事

務部に提出することにより、上限単位数を超える科目を履修することができる。 

＜九州工業大学情報工学部学修細則＞ 

（ＧＰＡによる総合成績の評価） 

第２２条 学生の総合的な成績は、ＧＰＡ（Grade Point Average）を用いて評価する。

２ ＧＰＡは、学生が履修した全ての授業科目について、評価点（Grade Point）を

つけ、この評価点を各々の授業科目の単位数による加重をつけて平均した値であ

る。成績評価を評価点に換算する場合は、次の基準による。 

90 点 ～ 100 点 4.0 

85 点 ～ 89 点 3.5 

80 点 ～ 84 点 3.0 

75 点 ～ 79 点 2.5 

70 点 ～ 74 点 2.0 

65 点 ～ 69 点 1.5 

60 点 ～ 64 点 1.0 

0 点 ～ 59 点 0 

３ 第２０条及び第２１条の規定により単位認定された授業科目並びに卒業要件に

加算されない授業科目は、GPA の計算の対象には含めない。 

４ 同じ授業科目を複数回履修した場合、各々の授業科目の評価点が GPA の計算の対

象となる。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法

九州工業大学工学部学修細則 

https://db.jimu.kyutech.ac.jp/cgi-bin/cbdb/db.cgi?Pag

e=DBRecord&did=206&rid=165 

九州工業大学情報工学部学修細則 

https://db.jimu.kyutech.ac.jp/cgi-bin/cbdb/db.cgi?Pag

e=DBRecord&did=206&rid=166 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

大学全体の外、学部、学科単位でのディプロマポリシーを定め、ホームページで公表

しているとともに、ディプロマポリシーに紐づく、カリキュラムポリシーを基に教育課

程を編成し、学修細則に卒業要件を定め、各学部教授会にて卒業の認定を適切に実施し

ている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法

学位授与方針（ディプロマポリシー） 

https://www.kyutech.ac.jp/information/diploma-policy.

html 

工学部学位授与方針（ディプロマポリシー） 

https://www.tobata.kyutech.ac.jp/faculty/degree/ 

情報工学部学位授与方針（ディプロマポリシー） 

https://www.iizuka.kyutech.ac.jp/faculty/information/

diploma 



様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。

学校名 九州工業大学

設置者名 国立大学法人九州工業大学

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法

貸借対照表 https://www.kyutech.ac.jp/information/zaimu.html

収支計算書又は損益計算書 https://www.kyutech.ac.jp/information/zaimu.html

財産目録

事業報告書 https://www.kyutech.ac.jp/information/zaimu.html

監事による監査報告（書） https://www.kyutech.ac.jp/information/zaimu.html

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：年度計画          対象年度：2019   ） 

公表方法：https://www.kyutech.ac.jp/information/plan2.html#02 

中長期計画（名称：第 3期中期目標・中期計画  対象年度：2016～2021） 

公表方法：https://www.kyutech.ac.jp/information/plan2.html#02 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果

公表方法：https://www.kyutech.ac.jp/information/plan2.html#06 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.kyutech.ac.jp/information/plan2.html#04 



（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 工学部・情報工学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

基本理念・基本方針 

https://www.kyutech.ac.jp/information/policy.html 

九州工業大学学則 

https://db.jimu.kyutech.ac.jp/cgi-bin/cbdb/db.cgi?Page=DBRecord&did=206&rid=2 

（概要） 

大学の教育研究上の目的に関して、基本理念・基本方針を示し、学則第２条に学部の目的

を規定している。 

九州工業大学学則 

（学部及び学科） 

第２条 本学に，次の学部を置く。 

(1) 工学部 

「ものづくり」を基盤とした工学系分野において，豊かな教養，技術者倫理及

びコミュニケーション力を備え，科学技術の進歩に対応できる工学基礎力・専門

技術力を有し，国際的に活躍できる専門技術者の養成を目的とする。 

(2) 情報工学部 

情報を基軸とする科学技術分野において，高度な専門技術を身につけて情報化

社会をリードし，国際的に通用する能力に加え，科学技術の進歩に対応できる基

礎技術力を有し，先端的な技術開発を推進できる専門技術者の養成を目的とす

る。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

学位授与方針（ディプロマポリシー） 

https://www.kyutech.ac.jp/information/diploma-policy.html 

工学部学位授与方針（ディプロマポリシー） 

https://www.tobata.kyutech.ac.jp/faculty/degree/ 

情報工学部学位授与方針（ディプロマポリシー） 

https://www.iizuka.kyutech.ac.jp/faculty/information/diploma 

（概要） 

大学全体の外、学部、学科単位でのディプロマポリシーを定めている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー） 

https://www.kyutech.ac.jp/information/curriculum-policy.html 

工学部教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー） 

https://www.tobata.kyutech.ac.jp/faculty/curriculum/ 

情報工学部教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー） 

https://www.iizuka.kyutech.ac.jp/faculty/information/curriculum 



（概要） 

ディプロマポリシーに基づき、大学全体の外、学部、学科単位での教育課程編成・実施の

方針(カリキュラムポリシー)を定めている。

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

アドミッションポリシー 

https://www.kyutech.ac.jp/examination/gs-admission-policy.html 

工学部アドミッションポリシー 

https://www.kyutech.ac.jp/examination/gs-e-admission-policy.html 

情報工学部アドミッションポリシー 

https://www.kyutech.ac.jp/examination/gs-csse-admission-policy.html 

（概要） 

ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーに基づき、大学全体、学部、類、試験区分単位

での入学者の受入れに関する方針（アドミッションポリシー）を定めている。 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法： 

九州工業大学教育研究組織 

https://www.kyutech.ac.jp/information/principal.html#02 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること
a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称
学長・

副学長
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人

 － 130 人 138 人 5 人 46 人 人 319 人

 － 7 人 11 人 3人 11 人 人 32 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

3 人 267 人 270 人

各教員の有する学位及び業績
（教員データベース等）

公表方法：https://research02.jimu.kyutech.ac.jp/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項）
新規採用の教育職員向けの研修として e ラーニングを含む研修を８回、全教育職員向けのＦＤ講習会・

ＦＤ研修会を９回実施した。 



④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員

（a） 

入学者数

（b） 

b/a 収容定員

（c） 

在学生数

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

工学部 531 人 541 人 101％ 2,164 人 2,298 人 106％ 20 人 25 人

情報工学部 410 人 425 人 103％ 1,710 人 1,823 人 106％ 35 人 42 人

合計 941 人 966 人 102％ 3,874 人 4,121 人 106％ 55 人 67 人

（備考） 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 
卒業者数 進学者数 

就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

工学部 
人

505（100％）

人

321（63.6％）

人

179（35.4％）

人

5（1.0％）

情報工学部 
人

432（100％）

人

199（46.1％）

人

224（51.9％）

人

9（2.1％）

合計 
人

937（100％）

人

520（55.5％）

人

403（43.0％）

人

14（1.5％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項）九州工業大学大学院，本田技研工業，日立製作所，三菱電機，

ｿﾆｰ LSI ﾃﾞｻﾞｲﾝ，ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ，富士電機，NEC ｿﾘｭｰｼｮﾝｲﾉﾍﾞｰﾀ，ﾄﾖﾀ自動車九州，村田製作

所，京ｾﾗ，日本製鉄，九州 NS ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ，川崎重工業，ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ，ﾏﾂﾀﾞ，ｽｽﾞｷ，TOTO，ﾄﾖﾀ自動車 他 

（備考） 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

工学部 
534 人

（100％）

423 人

（ 79.2％）

77 人

（ 14.4％）

34 人

（ 6.4％）

0人

（   ％）

情報工学部 
420 人

（100％）

343 人

（ 81.7％）

51 人

（ 12.1％）

26 人

（ 6.2％）

0人

（    ％）

合計 
954 人

（100％）

766 人

（ 80.3％）

128 人

（ 13.4％）

60 人

（ 6.3％）

0人

（    ％）

（備考）進路変更による中途退学者数が多い。 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

学修細則に基づき、開設する各授業科目について、授業の概要、授業計画（授業の方法

及び内容）、到達目標、成績評価の基準及び方法、授業時間外学習（予習・復習）の指示、

教科書・参考書、実務経験のある教員等による授業科目等の項目を記載したシラバスを作

成し、シラバスシステムを用い、学内外に公表している。 

（【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の該当部分を再掲することで可） 



⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学修細則に、ＧＰＡの指標を規定し公表している外、算出基準も明記している。 

大学全体の外、学部、学科単位でのディプロマポリシーを定め、ホームページで公表し

ているとともに、ディプロマポリシーに紐づく、カリキュラムポリシーを基に教育課程を

編成し、学修細則に卒業要件を定め、各学部教授会にて卒業の認定を適切に実施している。

（【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の該当部分を再掲することで可） 

学部名 学科名 
卒業に必要となる

単位数 

ＧＰＡ制度の採用

（任意記載事項）

履修単位の登録上限

（任意記載事項）

工学部 

建設社会工学科 124 単位 ○有 ・無 
年間 46 単位

GPA による緩和有

機械知能工学科 124 単位 ○有 ・無 
年間 46 単位

GPA による緩和有

宇宙システム工

学科
124 単位 ○有 ・無 

年間 46 単位

GPA による緩和有

電気電子工学科 124 単位 ○有 ・無 
年間 46 単位

GPA による緩和有

応用化学科 124 単位 ○有 ・無 
年間 46 単位

GPA による緩和有

マテリアル工学

科
124 単位 ○有 ・無 

年間 46 単位

GPA による緩和有

総合システム工

学科
124 単位 ○有 ・無 

年間 46 単位

GPA による緩和有

情報工学部 

知能情報工学科 124 単位 ○有 ・無 
年間 44 単位

GPA による緩和有

情報・通信工学科 124 単位 ○有 ・無 
年間 44 単位

GPA による緩和有

知的システム工

学科
124 単位 ○有 ・無 

年間 44 単位

GPA による緩和有

物理情報工学科 124 単位 ○有 ・無 
年間 44 単位

GPA による緩和有

生命化学情報工

学科
124 単位 ○有 ・無 

年間 44 単位

GPA による緩和有

知能情報工学科 127 単位 ○有 ・無 
年間 46 単位

GPA による緩和有

電子情報工学科 127 単位 ○有 ・無 
年間 46 単位

GPA による緩和有

システム創成情

報工学科
127 単位 ○有 ・無 

年間 46 単位

GPA による緩和有

機械情報工学科 127 単位 ○有 ・無 
年間 46 単位

GPA による緩和有

生命情報工学科 127 単位 ○有 ・無 
年間 46 単位

GPA による緩和有

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.kyutech.ac.jp/information/map/ 



⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

工学部 

情報工学部
 535,800 円 282,000 円 82,300 円

諸納金（保険料、後援会費、自治会費、

同窓会費）

工学部 

情報工学部

（編入学）

 535,800 円 282,000 円 52,750 円
諸納金（保険料、後援会費、自治会費、

同窓会費）

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

入学料免除及び入学料徴収猶予並びに授業料免除を実施するとともに、大学基金による経済

的支援を実施しています。 

 また、ノートパソコンの必携化に伴い、経済的に困窮する学生に対し、購入するための支援

を実施しています。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

大学として、ＯＢＯＧによる人材育成セミナーを開催するなど、キャリア形成・人材育成の

機会を設けています。 

また、各キャンパスには「キャリアセンター」を設置しており、キャリア教育・インターン

シップに係るセミナーや説明会を行っているほか、進路・就職情報の提供など、学生の進路・

就職に係る支援体制を整えています。 

更に、学科やコースでも進路説明会を開催しているほか、指導教員や就職担当教員等に相談で

きる体制を整えています。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学の全学生を対象に、学生生活や日常生活で困っていること、悩んでいることなどを気軽

に相談できる総合相談窓口として、平成 25 年 4 月に「学生総合支援室」を開設しました。 

学生総合支援室では、「学生なんでも相談窓口」「障がい学生相談窓口」の 2 つの窓口を設

けており、キャンパスソーシャルワーカーが学内外の関係する部署や機関と連携をとりなが

ら、修学や学生生活の支援を行います。 

また、障がい学生への支援について、合理的配慮に基づく個別的な支援体制や支援内容を検

討・決定・実施しています。 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 

教務情報 

https://www.kyutech.ac.jp/campuslife/academic-information.html 

教育情報(学校教育法施行規則第 172 条の 2関係) 

https://www.kyutech.ac.jp/information/edu-info.html 


